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RI 会長メッセージ 

 

アーチ C. クランフの革新 

 
2016-17 年度 国際ロータリー 

会長 ジョン・ジャーム 

 

親愛なるロータリアン

の皆さん、1917 年にアト

ランタで開催された記念

すべきロータリー年次大

会に思いを馳はせてみま

しょう。この大会で、当

時の会長アーチ C. クラ

ンフが残した「世界でよ

いことをするための基金

をつくるのが、極めて適切であると思われる」

という言葉が論争を巻き起こしたなどとは想像

もつかないでしょう。しかし、当時、このアイ

デアは満場一致で支持を得るには程遠いもので

した。基金は、価値を生み出すよりも、むしろ、

問題が起きる方が多いのではないかと危惧する

人たちがいたのです。それでも、このクランフ

のアイデアは、ミズーリ州カンザスシティー・

ロータリークラブから寄せられた 26 ドル 50 

セントの寄付というかたちで、最初の支持を得

ることとなりました。 

 

 100 年近くがたった今、私たちは、このア

イデアが単に先見の明があったというだけでな

く、革新的でもあったと認識できます。つまり、

このアイデアによって、今日、ロータリーが「世

界でよいこと」をするための巨大な力となれる

仕組みが確立されたのです。 

 

 皆さんご存じの通り、多くの点でロータリ

ー財団は、ロータリーの礎です。クラブ同士、

また他団体との協力とパートナーシップの枠組

みを築いてきました。そのおかげで私たちは、

奉仕活動に対する意欲を向上することができ、

ポリオ撲滅のような歴史に一ページを刻む目標

にたどり着くこともできました。ロータリー財

団の成果として、過去 100 年間に成し遂げてき

たよいことを数量化することは不可能ですが、

アーチ・クランフが今の財団を見たら、誇りに

思うであろうことは疑う余地がありません。 

財団が誕生した街、アトランタで行われる国際

大会で多くの方々にお目にかかれることを楽し

みにしています。財団 100 周年を祝うため、こ

れまでで最も多いロータリアンが集うことを期

待しています。しかしながら 100 周年を祝う方

法は、ほかにもたくさんあります。 

 

詳 細 は 100 周 年 記 念 ウ ェ ブ サ イ ト

（centennial.rotary.org）でご覧ください。こ

のサイトでは、財団の歴史だけでなく、クラブ

や地域社会でのイベントやプロジェクトのアイ

デアも紹介されています。 

 

 財団 100 周年

の祝賀で最も重要

なのは、3 億ドルの

寄付目標を達成す

ることです。皆さま

からお寄せいただ

く財団への支援が、

ロータリアンが次

の 1 世紀も世界で

よいことを続け、そ

して「人類に奉仕す

るロータリー」のた

め、最善の方法となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ガバナーメッセージ 
 

国際ロータリー第 2640 地区 

ガバナー 福井 隆一郎 
 

地区大会ご協力の御礼 
地区大会では大変お世話

になりまして、心より御礼申

し上げます。ロータリアンが

心を一つになる素晴らしい

大会でした。 
 
地区大会記念ゴルフでは、

180 人を超す、ロータリアン

が参加していただきました。好天のもと、素晴

らしいスコアーが続出しました。優勝は海南ロ

ータリークラブの辻 恵美 様が獲得されました。

グロスのスコアーは、な

んと 78 でした。２位は田

辺ロータリークラブの和

田 茂生 様、３位は高師

浜ロータリークラブの永

山 健二 様でした。皆様、

誠におめでとうございま

した。 
 
 
 
 
 
 
地区大会は約 1,000 名のお客様がお越しいた

だき、主催者

側としまし

て、この上な

い喜びでご

ざいます。皆

様の笑顔が

あ ふ れ 、

2640 地区の

地区大会が、皆様のご協力

で大いに盛り上がりました。

岡部泰鑑様ご夫妻をＲＩ会

長代理としてお迎えし、素

晴らしいご指導を賜りまし

た。地区が新たに飛躍し、

会員相互の協力でクラブの

運営を充実したものとし、

地区も盛り上がっていくことを確認しました。 

 
晩餐会はアゴーラホテルさんが、今までにな

い素晴らしい晩餐会にしてくれました。他地区

の方々からも絶賛いただき、大いに盛り上がり

ました。地元、堺シティオペラの皆さんや、稲

本 渡氏のクラリネット演奏も、会場を盛り上

げていただきました。 
 

国谷 裕子氏、小野山 亮氏の記念講演会は、

現時点での世界の問題点を突いた、意義深い講

演となりました。 
 
ただ、地区大会の直前に、鳥取地方に大きな

地震がありました。一週間後に地区大会を控え

た皆様には、大変なことになりましたが、どう

ぞ頑張っていただきたいと思います。被災され

た方々に心より、お見舞いを申し上げ、一日も

早い復興を祈念申し上げます。 
又、当地区の橋本ロータリークラブの安松 

伸比古氏が突然の交通事故で、急逝されました

ことは、ご家族のみならず、橋本ロータリーク

ラブの皆さまのお悲しみに、心より、ご冥福を

お祈り申し上げます。 
 
増強について 
会員の増強について、各クラブとも、力をい

れていただいていると思います。しかし、未来

の素晴らしいロータリアンの発掘は、大変ご苦

労されていることと思います。思い通りに増強

が進まないなど、悩んでいるクラブが多くあり

ます。何かいいヒントがあれば、地区全体で、

情報を共有したいと思います。６月にも増強委

員会が開催されて、いろいろなご意見をお聞き

しました。（月信９月号）あるクラブでは、候補

者をクラブゴルフ大会に招いたり、食事会に一

緒にお呼びしたり、既存の会員と交流を深めな

がら、馴染んでいただき、しかるべき時に正式

に入会をしていただくといった、方法で増強に

励んでおられます。少し時間はかかりますが、

会員が揃って増強に関与することによって、新

入会者も心が開くようです。増強はロータリー

にとって永遠のテーマです。どうぞ各クラブの

積極的なアプローチを期待しています。 
 
公式訪問の御礼 
７月２０日すぎから行ってまいりました公式

訪問は、11 月に２クラブを残すのみとなりほぼ

全クラブを、回らせていただきました。皆様か



ら大歓迎を受けまして、いただいた役職冥利に

付きます。同行していただいたガバナー補佐、

地区幹事の皆様にも、感謝申し上げます。今回

は、一クラブずつ訪問させていただきました。 
お一人お一人のお顔を拝見し、お話をする事

が出来ました。それぞれが大変個性があり、皆

様の素晴らしさに感動をいたしました。又、地

域の名所を、ご案内して頂いたり、地元の方々

との交流もさせていただきました。各クラブの

皆様の、ロータリーについての熱い思いを、ひ

しひしと感じました。時にはクラブの悩みをお

聞きしたり、活動の成果をご披露いただいたり、

長い歴史のある各クラブの重みを感じた次第で

す。どのロータリアンも素晴らしい方々ばかり

で、感激いたしました。皆様の情熱をこれから

もっと高めるように、私自身、どのような今後

の取り組みが必要か、責任の重大さを感じてい

ます。地区として、各クラブの応援も是非積極

的にして参りたいと思います。 
 
短期・長期交換学生の応募要項 

10 月に各クラブ宛に、メールを差し上げまし

たが、交換学生の応募要項に基づいて、積極的

な青少年の活動を支援していきたいと思います。

青少年にとって、外国での体験を通じた経験は、

一生の思い出になり、大きく成長する礎となり

ます。百聞は一見にしかず といいますが、積

極的な思いが素晴らしい人生の後押しをしてく

れます。どうぞ青少年の育成に皆様のお力を頂

けたらと思います。 
 
国際大会へご参加を 
2017 年 6 月 10～14 日に米国ジョージア州ア

トランタで行われるロータリー国際大会へぜひ

ご出席ください。アトランタ大会は、世界中か

ら集う多くのロータリアンとともに、ロータリ

ー財団 100 周年を祝う機会となり、かけがえの

ない経験となることでしょう。割引登録料金が

適用される 12 月 15 日までにぜひご登録くださ

い。 

宿泊：多くのホテルが国際大会用の特別料金

を設定しており、そのほとんどが会場から徒歩

圏内またはバスや地下鉄で簡単に移動できる距

離にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アトランタに行こう 
 

近代的な高層ビルと豊かな歴史が共存し、世界中

からの観光客を魅了する街、アトランタ。郊外を

含め人口 600 万人以上の都市アトランタには、数

多くの見どころがあります。 

 

見どころ 
地元の人や観光客でにぎわうアトランタ中心部には、

ジョージア水族館、ワールド・オブ・コカコーラ博物

館、センテニアル・オリンピック公園、大学フットボ

ールの殿堂、CNN スタジオ、数多くの博物館やショッピ

ングセンターなど、家族で楽しめる見どころがたくさ

んあり、どれも大会会場と主なホテルから徒歩圏内に

あります。 

 

財団 100 周年イベント 
「世界でよいこと」をしてきたロータリー財団の 100

周年は、アトランタ国際大会でクライマックスを迎え

ます。財団生誕の街アトランタで、世界中のロータリ

アンと一緒に祝賀に参加しませんか。 

・ロータリー財団 100 周年の展示 

・財団 100 周年記念誌『世界でよいことをしよう、 

人びとの心に触れた 100 年』 のサイン会 

・ロータリー財団 100 歳の特別誕生パーティ 

 

プログラムの紹介 
ゲスト講演、エンターテイメント、イベントなど盛

りだくさんのラインアップがあります。 

・歴史的なフォックスシアター（Fox Theatre）で名画

『風と共に去りぬ』の特別上映会 

・会長主催平和会議 

・財団 100 周年の祝賀イベント 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「ロータリーデー」 

ガバナー補佐 豊岡  敬 

 
2014 年 12 月の年の暮

れにタイのバンコクに居

ました。市内のデシュタ

ニホテルに宿泊をしてい

たのですが、ホテル内は、

ロータリーのロゴが入っ

た黄色いポロシャツを着

た人たちが大勢ウロウロ

していました。「何かある

のかな？」と思っていた

のですが、隣接するルンピニ公園に行ってみま

すと、「ロータリーデー」ということで、園内に

テントを張って、色々なイベントが開催されて

いました。2014 年―2015 年度のゲーリーホァ

ン RI 会長が、「ロータリーデー」の開催を呼び

掛けていたのに応えて、タイのロータリークラ

ブが開催していたのだと思います。「地域の人々

に、ロータリーの素晴らしい活動を知ってもら

う」、その活動が「ロータリーデー」です。ニュ

ーヨークの国連本部でも毎年開催されていて、

ロータリーと国連が世界中で取り組んでいる人

道的活動にスポットライトをあてるイベントで

す。 

 
私たちの分区大阪 5 組には、6 市、２町、１

村、１区の行政単位があるのですが、藤井寺市

と河南町、それに千早赤阪村には、ロータリー

クラブがありません。それで、太子ロータリー

クラブからのお誘いもあって、太子ロータリー

クラブと一緒に、富田林ロータリークラブも、

ロータリー空白地域である河南町のお祭り「河

南フェス」に「ロータリーデー」として 2015
年より参加することになりました。ポップコー

ンやベビーカステラの販売や、くじ引き等をや

りながら、日ごろのロータリーの活動を河南町

の方々に知って頂く機会となりました。 

 

今年の「河南フェス」の開催は、11 月 27 日

（日）が予定をされています。今年は、河南町

の町政施行 60 周年の記念行事となっていて、町

の方も力を入れており、「季節外れの花火大会」

や、「卵渡し世界最多人数」でギネスへの挑戦と

いった企画もあります。ぜひ、近隣の方々には、

大勢ご参加をして頂きたいと思います。 
地元の人たちにロータリークラブの存在や奉

仕の内容を知って頂く、「ロータリーデー」です

が、ロータリーの考えにご賛同を頂ける方々に

は、ロータリーの仲間に加わって頂き、一緒に

世の中の為に貢献をして頂きたいと思います。

福井ガバナーは、分区での活動を活発にしまし

ょうと言われておりまして、分区において、各

クラブが協力をし合って、地元で「ロータリー

デー」の開催をしていければ、それはとても素

晴らしいことだと思います。 



ロータリー財団月間について 

地区ロータリー財団委員長 中野 均 

 
ロータリー財団１００周年 

1917 年６月 18 日アトラ

ンタで開催された第８回国

際大会で、当時のＲＩ会長

アーチ・クランフは、「世界

でよいことをするための」

基金の設立を提案しました。 

この年クランフの提案に

応えるかたちで、米国ミズ

ーリ州のカンザスシティ・ロータリークラブか

ら、最初の寄付２６ドル５０セントが基金に寄

せられました。しかし、その後、ほぼ 10 年間、

この基金が大々的に知られることはなく、寄せ

られた寄付もごくわずかでした。 

アーチ・クランフのビジ

ョンは、「諸々の社会奉仕

を今まで通りに実行して

いくには、慈善・教育・そ

のほかの社会奉仕の分野

において「世界でよいこと

をするための」基金を作る

のが、極めて適切であると

思われる」と述べ、後にこ

のビジョンを土台として

誕生したのがロータリー

財団です。1927 年に正式にロータリー財団とい

う名称に変更されました。 

1930 年、財団は初の補助金を国際身体障害児

協会（後のイースター・シールズ）に授与しま

した。ポール・ハリスはこの協会の理事を務め

ていました。 

1947 年に大学院奨学金のプログラムを開始。 

その後の 70 年間に更新を重ね、名称も「ポー

ル・ハリス・フェローシップ」「国際親善奨学金」

「ロータリー奨学金と変更され」現在に至って

います。ロータリーの奨学生で、日本人では、

元国連難民高等弁務官の緒方貞子さんや宇宙飛

行士の山崎直子さんがおられます。1960 年代に

は「技術研修のための補助金」と「研究グルー

プ交換」のプログラムが導入されましたが、2013

年に「職業研修チーム（ＶＴＴ）」に代わり実施

されています。 

1979 年には、フィリピンの子供たち 600 万人

にポリオ予防接種

を提供する活動が

開始されました。

また、識字率の向

上にも力が注がれ、

タイの遠隔地域で

基本的な読み書きを教えました。保健・教育分

野の活動といった様々なプロジェクトが実施さ

れました。 

2004 年、プログラムの拡張に伴う運営費の増

加に対応するための方策として「未来の夢」と

呼ばれる新しい補助金モデルを考案し、地区補

助金、グローバル補助金、パッケージ・グラン

トの３種類のみが提供され、2010 年から 2013

年に試験的に導入されました。 

2013 年からこの新しい補助金モデルが導入さ

れ、マッチング・グラント、国際親善奨学金、

研究グループ交換（ＧＳＥ）が廃止されました

が、その要素はその後も受け継がれています。 

地区補助金は、地元や海外の地域社会のニー

ズに取り組むための、比較的規模の小さい、短

期的な活動を支援します。 

グローバル補助金は、ロータリーの６つの重

点分野に該当し、持続可能かつ測定可能な成果

をもたらす大規模な国際的活動を支援します。 

これらの活動は、会員皆様のご理解ご支援を

頂かないと成し得ないことであり、地区目標の

寄付金額一人 200 ドルをお願いする次第です。

よろしくお願い申し上げます。 

10 月 23 日（日）開催しました地区大会にお

いて、ポリオ・プラス小委員会が実施しました

「ポリオ撲滅活動寄付」について、当日、多く

の会員様や米山奨学生の皆様から頂きました寄

付金総額は、119,806 円でした。本当にありが

とうございました。 

 
 
 



第５回全国インターアクト研究会 

第３回全国地区インターアクト委員長会議 

地区インターアクト委員長 木本 圭二 

 

10月21日から22日かけて

第５回全国インターアクト

研究会ならびに第３回全国

地区インターアクト委員長

会議が、今年度は名古屋で開

催されました。 

 今年は「主役はインターア

クター！」をテーマに、今まではロータリアン

だけの集まりでしたが今年度は多くの学校が参

加し、2640 地区

からは羽衣学

園高等学校の

顧問教師の米

田先生に参加

をして頂きま

した。 

2640 地区は 70 クラブありながらインターの

提唱クラブは 12 校（10 クラブ）、インター生は

270 名と全国でもかなり低い地区となっていま

す。今後、青少年奉仕部門全体に力を入れ活性

化していく必要性を実感した会議でした。 

次年度、第６回の研究会は 8 月に栃木県で開

催予定です。興味のある方は是非ご参加願いま

す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「世界インターアクト週間」 

（11 月 5日を含む 1 週間） 
World Interact Week 

  

11 月 5 日を含む 1週間を「世界インターアク

ト週間」として遵守するように奨励しています。 

 

インターアクトクラブ 

インターアクトクラブとは、12～18 歳を対象

としたクラブで、学校または地域社会をベース

として活動しています。「インターアクター」と

呼ばれるインターアクトクラブ会員は、少なく

とも月 2 回ミーティングを開き、年に 2 回、奉

仕活動（学校や地域社会での活動 1 回と、国際

理解を育むための活動 1 回）を実施します。イ

ンターアクトを通じて、若い人たちに次のよう

なチャンスをあたえることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

・地域社会のリーダーから指導を受けたり、世

代を超えた絆を築く 

・リーダーシップのスキルを育む 

・海外の若者たちと交流する 

・ローターアクト、RYLA（ロータリー青少年指

導者養成プログラム）、青少年交換など、イン

ターアクト以外で自分の可能性を広げるチャ

ンスを見つける 

 

インターアクトクラブは、ロータリークラブ

がスポンサーとなって設立されます。 

 

ＲＹＬＡ 

（ロータリー青少年指導者養成プログラム） 

インターアクターが参加できるロータリーの

プログラムの 1つに、「RYLA（ロータリー青少年

指導者養成プログラム）」 があります。RYLA は、

クラブ、地区、または多地区合同で実施される

プログラムで、青少年のリーダーシップ養成を

目的としています。地域社会で活躍する次世代

のリーダー同士のつながりを深めるため、イン

ターアクターを RYLA 行事に招待してみてはい

かがでしょうか。 



地区活動報告 

2016－2017 年度 地区大会の報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区大会選挙人会議 10 月 22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区大会本会議  10 月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2016 年 10 月 27 日

  
国際ロータリー第 2640 地区 

ロータリークラブ  御中 
                         ガバナー      福井 隆一郞 
                         地区大会実行委員長  尾関 勝利 
                            

2016-17 年度 国際ロータリー第 2640 地区 

地区大会ご参加のお礼 
 
謹啓 錦秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、厚

くお礼申し上げます。  

さて、この度の国際ロータリー第 2640 地区 2016-17 年度 地区大会は国外、地区内外各方面のロータリ

アンの皆様、ご家族の皆々様にご参加いただき開催できましたことを衷心御礼申し上げます。 

本地区大会で、多数の参加ロータリアンの方々と本年度のテーマである“対話から新たな一歩”が実現

できましたことを嬉しく思っております。 

ロータリアンの皆様の地区大会に対するご理解・ご協力の賜物、心より深謝申し上げます。 

行き届かぬ点も多々ありましたこととは存じますが、ロータリアンの友情に免じてご容赦賜りますよう

お願い申し上げます。 

地区大会を終え、新たな地区の一歩を踏み出しました、さらなる第 2640 地区の飛躍を目指し努力を重

ねてまいりたいと存じます。 

最後になりましたが、貴ロータリークラブの益々のご発展とロータリアンの皆様のご健勝、ご多幸を心

からお祈りし、今期の地区大会開催およびご参加の御礼とさせていただきます。 

                                            謹白



2016－2017 年度 

地区大会記念ゴルフ大会の報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記念ゴルフ大会成績（入賞者） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2016 年 10 月 27 日

  
国際ロータリー第 2640 地区 

ロータリークラブ  御中 
                    ガバナー                    福井 隆一郞 

   地区大会記念ゴルフ大会実行委員長 竹山 嘉平 
                            

2016-17 年度 国際ロータリー第 2640 地区 

地区大会記念ゴルフ大会ご参加の御礼 
 
謹啓 秋冷の候 益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素はロータリー活動に格別のご指導、ご協

力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、この度は 2016-2017 年度 第 2640 地区の地区大会記念ゴルフ大会にご多用の中をご参加賜りまし

て誠に有難うございました。 

 地区大会記念ゴルフ大会は、秋晴れのもと多数ご参加を賜り、行き届かぬ点も多々ありましたことと存

じますが、皆様のお陰をもちまして無事盛会裡に終える事が出来ました事を心より御礼申し上げます。 

 末筆ではございますが、貴クラブ益々のご発展と、ロータリアン皆様のご健勝、ご多幸を心からお祈り

し、今年度の地区大会記念ゴルフ大会のご参加の御礼とさせていただきます。 

有難うございました。 

                                            謹白

優勝 

辻 恵美 様 

（海南 RC） 



クラブ活動報告 

 

台北南欣ロータリークラブとの友好 

羽曳野ロータリークラブ 

１０月３～５日、台北南欣ロータリークラ

ブの創立３０周年記念式典に出席して参り

ました。 

台北南欣ロータリークラブと羽曳野ロー

タリークラブとの友好は、１９９１年 当時

の会長をはじめ４名の会員が訪問し、当時の

南欣ロータリークラブ会長はじめ会員の皆

様から熱烈な歓迎を受け、友好クラブとして

交流がスタート致しました。交流して２５年

になります。 

この長い時間には、メンバーがお互いに訪

問し合い理解を通じて友好関係を深めてき

ました。今では、私たちは家族のような関係

を楽しんでいます。 

例えば、５年前の東日本大震災の時には、

台湾政府そして南欣ロータリークラブより

お見舞いの義援金、そして温かい励ましの言

葉をいただきました。また一緒に世界社会奉

仕（ＷＣＳ）を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度は、両クラブで姉妹クラブ締結調印

式を結ぶことになりました。 

これからは 姉妹クラブとして、以前にも

増して友好を深めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友好の記録写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第４３回 堺まつり」でチャリティバザーを開催 

堺ローターアクトクラブ

毎年、恒例の堺ローターアクトクラブ「チャリティバザー」を晴天に恵まれた、10 月 16 日

（日）「第４３回 堺まつり」において、堺市民で賑わう、メーンストリートの大小路筋で開催

いたしました。前日からの値付け、テントの準備等、アクトメンバーとロータリアンの方々の

ご指導の下、今年も無事会員の皆様から頂戴した商品が完売となりました。 
収益金は、児童福祉施設訪問・老人介護施設訪問に有意義に使わせて頂きます。 

「堺まつり」は、「堺の誇りを知るまつり」をテーマに市民総参加」のまつりとして、昭和 49 年

にはじまりました。市内最大のイベントとして、堺を知っていただくため、堺市内はもちろん、関

西一円、さらには全国から多くの方々が来場し、賑わいました。 

今年は、昨年に引き続いて、「1600 年の[堺遺産]に出会うまつり」をテーマとして、"堺の歴

史・文化"を中心に、大パレードや利休のふるさと堺大茶会などが催されました。 



我がクラブのテーマ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有田ロータリークラブ 

会  長 松村 秀一 

テーマ 『親睦を深めロータリー・ライフを楽しもう』 

 親睦と奉仕はロータリー・ライフを支える大きな 

2 本の柱です。親睦はクラブの例会に集うことが基 

本であります。そしてそのクラブ・ライフの中で奉 

仕の心が育まれます。奉仕は個々の会員が、家庭、 

職場、地域社会で行います。例会で高められた奉仕 

の心を持って、それぞれの家庭、職場、地域社会に 

帰り、奉仕活動を実践します。これが理想とされる 

ロータリー・ライフです。 

クラブ内の親睦のみならず家族間、また他クラブ会員や地域の人々と知り合い、そして友情を

増進するような活動を目指します。レクレーションや社交的活動だけでなく対外的な奉仕活動、

各委員会活動、IDM やロータリーカレッジなどの会議や研修会においても、楽しみながら親睦を

深められればと考えています。 

有田南ロ－タリークラブ  

会 長 坊岡 進 

テーマ 『クラブ奉仕の充実』 

 今年度、創立４０周年に因み、ロ－タリ－の原点にかえって、クラブ奉仕を強化するという目

標ですすんでいます。就中、親睦と友情を深めて「出席したいと思うような例会」を開くという

ことに重点をおいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５月２８日～６月１日 韓国ソウルでの国際大会で                 ７月２６日 米山奨学生 房 亭亭さん歓迎会 

友好クラブ(韓国城南ＲＣ）との親睦会 ７名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１０月２日 親睦バスツア－（家族同伴移動例会）               10 月９日 有田３クラブ合同ゴルフコンペ 

河内ワイン見学・サ－カス鑑賞・夕食会 ３３名参加             （有田南ＲＣ 主幹） 於 有田東急ＧＣ １７名参加 



我がクラブのテーマ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御坊ロータリークラブ 

会  長 阪本 仁志 

テーマ 『超変革！創立の原点を忘れず、誇りをもってロータリーを楽しもう』 

御坊ロータリークラブは、昭和 28 年 7 月 18 日の当地を襲った 

大水害に各方面から多大の援助をさしのべられ、特に和歌山、田 

辺両ロータリークラブの奉仕活動に感銘し、昭和 29 年 2 月 5 日 

創立しました。今から 60 年以上も昔の話です。現在なら災害支援 

は国を超えて行われますが当時の支援活動は大変だったと想像で 

きます。こんな創立の原点を私たちは忘れてはなりません。ただ 

確実に時代は変化しており、ロータリー活動もマンネリを打破し 

変えて行かなければなりません。また御坊ロータリーの会員であ 

るという誇りを忘れずに、楽しみながら奉仕活動にも取り組み、 

わくわくするような一年にしていきたいと考えております。 

御坊東ロータリークラブ 

会  長 尾崎 達哉 

テーマ 『私達の地域に目を向けよう!!』 

ロータリークラブも 100 才をゆうに超え、私達は今年で 21 歳 

とまだまだ駆け出しのひよっ子クラブです。しかし、言い換えれ 

ば「サーこれから!!」色々な面で可能性のある、希望がもてるク 

ラブでもあります。 

  先の規定審議会でクラブ内容が大きく様変わりしました。時代 

はこれらを踏まえ、進んでまいります。良し悪しき足踏みはして 

いられません。俗に言う、「変革の年」となることでしょう。 

  先ずは、私達の住む地元に目を向けてしっかりと歩み、努力を 

重ねる事によってロータリークラブそのものも認められ、発展し 

て行くのではと思います。 

月信の新連載「我クラブのテーマ」へのお願い 

本年度の福井ガバナーのテーマは「対話から新たな一歩へ 共に楽しむロータリー」です。

第 2640 地区の各クラブにおいても、テーマ・活動方針などを決めておられる事と存じます。 

このため、地区内クラブの情報交流の一環として、今月から、月信の新連載として、毎月、

「我クラブのテーマ」で、各クラブのご紹介をさせていただくこととなりました。 

掲載項目は、クラブ名、会長名、テーマ、概要で、写真を添付してください。ガバナー事 

務所から、順次、各クラブ様にご寄稿のお願いをさせていただきますので、その際は、何卒、

ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒590-0985 堺市堺区戎島町４-45-１ 

ポルタスセンタービル１階 101 号室 

TEL（072）223-1000 

FAX（072）223-1005 

URL : http://rid2640g.com/fukui/ 

E-mail : fukui2016@wind.ocn.ne.jp 

南海本線 堺駅(西出口)すぐ


